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新しい生活様式における適切な健診実施と受診に向けた研究 

分担研究報告書 

新型コロナウイルス感染症に伴う健康診断等の受診控えに関するアンケート調査 

研究分担者：武藤繁貴 聖隷健康診断センター・医務部・所長 

研究協力者：池田孝行 聖隷予防検診センター 事務長 

研究要旨：新型コロナウイルス感染症の拡大による受診控えについて、当事業部が所轄す

る健診施設の来訪者にアンケート調査を実施、ワクチン接種行動と過去の健診受診歴の関

連性や、職業・性差等による受診控えの実態、受診行動につながるサービスについて横断

的に調査・分析を行った。 

回答が得られたのは 435名であった。 

① 「どのようなサービスがあれば、より健康診断や人間ドックを受診しやすいと考える

か」の回答は「滞在時間が短い」「対面でしっかり検査の結果が聞ける」が多く、「オ

ンラインで予約が取れる」「結果説明や保健指導がオンラインで受けられる」があわ

せて 2割弱の回答となった。

② 職業の有無と性差による受診歴の関連では、女性かつ勤めていない層が「定期的に受

診している」と「2020年度受診した」に大きな差があることが分かった。この層は基

本的に企業・健保の健診助成対象外となる層であり、本人の意思による任意での受診

となることから、自己判断による受診控えが多く生じたと考えられる。また、受診し

なかった理由として約半数が「仕事や家事が忙しくて時間が取れない」「定期的に病

院に受診している」と回答していることから、がん検診・健診は不要不急ではないこ

とや、病院受診とスクリーニングとしての健診の違いの説明、自宅で簡便に検査可能

な郵送検診等の導入も検討の余地があると考える。

③ 「より受診しやすいサービス」への回答では、「結果説明や保健指導がオンラインで

受けられる」「対面でしっかり検査の結果を聞くことが出来る」を選択した層に年齢

による大きな差がなかったことから、オンラインおよび対面での結果説明のニーズは

年齢を問わないことが示唆された。

④ 受診に関わる滞在時間は短くしたいが、結果は対面でしっかり聞きたいとの回答が年

齢を問わず多く、総じて自分に生じる手間は少なくしたいが享受するサービスは手厚

くしてほしいという利用者心理が浮かび上がる結果となった。このことから、新たな

サービスの構築の際は、オンライン一択ではなく対面・非対面コミュニケーション双

方の利益・不利益を勘案していく必要が示唆される結果となった。

⑤ 新型コロナワクチン接種に対し「積極的に接種したい」「どちらかというと接種した

い」の回答が約 7割を占めた。健診の定期受診について「定期的に受診している」と

回答した方が多かったが、2020年度は「受診していない」が多い結果となった。また、

定期的に健診を受診していない層と比較し、定期的に健診を受診している層の方がワ

クチン接種に積極的であることが示唆された結果となった。
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A．研究目的 

2019 年 12 月武漢市から発生した新型コロ

ナウイルス感染症は 2021 年度も拡大傾向が

続き、その結果全国的に健康診断等の受診控

えが発生した 1、2)。受診控えの理由はこれま

で様々な調査において報告がなされているが、

受診控えの理由、過去の受診歴との関連性や

性別・職業等による受診控え実態、受診行動

につながるサービスについて詳細に調査・分

析した報告は我々の知る限り見当たらない。  

そこで本研究では、当事業部が所轄する健

診施設の来訪者に対し新型コロナウイルス感

染症に伴う健康診断等の受診控えに関するア

ンケート調査を実施した。さらに、ワクチン

接種行動と健診受診行動との関係も明らかに

することを目的とした。 

 

B．研究方法 

１．研究デザイン 

 断面研究・記述疫学研究 

 質問紙法を用い、属性に関して 1 項目、ワ

クチン接種に 1 項目、健診受診歴に 4 項目、

今後希望するサービスに 2 項目の計 8 項目構

成とした。【資料 1】 

質問紙は了承を得られた対象者へ手渡しし、

館内にて記入の後、窓口にて回収とした。 

2．対象 

 2021 年 10 月 22 日～2022 年 1 月 31 日の

期間に聖隷予防検診センターに来訪し、アン

ケート協力に了承した 435 名を対象とした。 

3．データ解析 

 回答データは各項目について単純集計を行

い、過去の受診歴とワクチン接種行動との関

連性、職業の有無や性差による受診行動の相

違、受診行動につながるサービス等の実態に

ついて分析を行った。 

４．倫理的配慮 

本研究は、聖隷福祉事業団保健事業部倫理

委員会の承認を得て行った。 

 

 

C．結果 

 期間内で回答が得られたのは 435名であり

一部無記入がある場合もすべて有効回答とし

た。 

① 対象者の属性 

回答者の属性について男性 48.0％、女性

50.6％、無回答が 1.4％であった。【表１】 

年齢は「60～69 歳（27.1％）」が最も多く、

次いで「70 歳以上（17.7％）」「29 歳以下

（15.6％）」の順となり、職業は「会社員

（40.5％）」が最も多く、次いで「特に勤めて

いない（34.0％）」「自営業（9.0％）」の順と

なった。【表 2・3】 

② コロナワクチン接種の意思 

 新型コロナワクチン接種については「積極

的に接種したい（25.3％）」「どちらかという

と接種したい（44.6％）」で約 7 割を占めた。

【表４】また男女別で比較した場合、男性の

方が「積極的に接種したい」「どちらかという

と接種したい」を選択する率が高値となった。 

③ 定期的な健康診断受診状況・受診控え理

由 

過去の健康診断の受診歴では、「定期的に受

診していた（52.9％）」と回答した方が「受診

していない（45.5％）」を上回った。【表 5】

2020 年度の受診の有無については「受診して

いない（54.9％）」が「受診した（42.8％）」

を上回り【表 6】、「受診した」と回答した方

への質問では「例年通りの時期に受診した

（83.9％）」が「時期をずらして受診した

（11.3％）」を上回った。【表 7】受診しなか

った理由は「仕事や家事が忙しく時間が取れ

なかったから（53 件）」が最も高く、「定期的

に病院に受診しているから（38 件）」「出来る

だけ外出を控えたいから（28 件）」の順とな

った。【表 8】 

また、また健診の定期受診について、「定期

的に受診している」と回答した層は「受診し

ていない」と回答した層と比較し「積極的に

ワクチン接種したい」と回答した率が高値で

あった。【表 9】 
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職業と受診の有無との関連について、会社

員は「定期的に受診している」「2020 年度受

診した」の両者に大きな差がみられなかった

（それぞれ 69.3％、60.2％）が、女性かつ勤

めていない層では「定期的に受診している

（45.8％）」と比較して「2020 年に受診して

いる（28.0％）」と 17.1％減少していること

が分かった。【表 10・11】 

④ 今後希望するサービス 

「どのようなサービスがあれば、より健康

診断や人間ドックを受診しやすいと考える

か」の設問に対しては、「滞在時間が短い（169

件）」が最も高く、次いで「健保・会社等から

補助が受けられる（159 件）」「対面でしっか

り検査の結果を聞くことが出来る（109 件）」

となり、オンラインに関連する項目のうち「オ

ンラインで予約が取れる」は 84 件、「結果説

明や保健指導がオンラインで受けられる」は

30 件であった。【表 12】結果説明に関する項

目について対面とオンラインを比較した場合、

全ての年代において対面が多く、また年齢に

よる大きな差はなかった。【表 13】 

⑤ 希望する健診実施時期・時間 

どのような時期・曜日であればより受診し

やすいと考えるかの質問に対しては、希望時

期・曜日ともに「いつでも良い」が最も多く

（それぞれ 249 件、170 件）【表 14・15】、

希望時間は「日中（9～16 時）（172 件）」が

最も多い結果となった。【表 16】 

 

D. 考察 

 新型コロナウイルス感染症の拡大による受

診控えから、健康上のリスクを高めてしまう

可能性があることが懸念されており、今回の

アンケートでは主に受診控えに至る理由と今

後の受診行動につながる要因について調査を

行った。 

職業と受診の有無との関連について、女性

かつ勤めていない層において「定期的に受診

している」と比較して「2020 年に受診した」

が 17.1％減少した。この層については企業や

健保等からの助成対象から外れている場合が

多く本人の意思による任意での受診となるこ

とから、自己判断による受診控えが多く生じ

たと考えられる。この層の受診率を高めるた

めには、総合的な予防医療情報の周知ととも

に、がん検診・健診は不要不急ではないこと

や、病気の早期発見・早期治療につなげるた

めに、無症状でも定期的にがん検診・健診を

受診することの重要性を伝える必要性が示唆

された。 

受診控えの理由は、感染リスク低減に関す

るものが多いと予想したが、受診しなかった

理由として約半数が「仕事や家事が忙しくて

時間が取れない」「定期的に病院に受診してい

る」と回答していることから、健診を受ける

意義や自宅で簡便に検査を行うことが可能な

郵送検診の検討・導入、また、病院受診とス

クリーニングとしての健診の違いを、分かり

やすく説明する必要があると考える。本研究

は、「新しい生活様式における適切な健診実施

と受診に向けた研究」の分担研究であるため、

新しい生活様式において、より受診しやすい

サービスについて調査を行った。コロナ禍に

おいて、オンラインでの結果説明・保健指導

の希望が多いと予測したが、対面でしっかり

結果説明を聞くことが出来ることを希望する

者が多かった。また、オンライン操作に慣れ

ていると思われる若年者や労働年齢層で、オ

ンラインでの結果説明・保健指導の希望割合

が高くなると予想したが、「結果説明や保健指

導がオンラインで受けられる」を選択した層

について年齢による大きな差は無く、また「対

面でしっかり検査の結果を聞くことが出来

る」についても同様に大きな差がなかったこ

とから、対面での結果説明・保健指導への強

いニーズが示唆された。オンライン予約の要

望や受診に関わる滞在時間は短くしたいが、

結果は対面でしっかり聞きたいとの回答が多

いことから、自分に生じる手間は少なくした

いが享受するサービスは手厚くしてほしいと

いう利用者心理が浮かび上がる結果となった。
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このことから、今後オンラインの導入を推進

しながらも、対面での結果説明などのサービ

スは必要に応じて継続していく必要があるこ

とが示唆された。 

コロナワクチン接種の躊躇要因に関する報

告では、高学歴の女性、若年者、未婚、低所

得、低学歴、慢性疾患無しが、コロナワクチ

ン接種躊躇と正の相関があると報告している

3）。今回のコロナワクチン接種の意向と受診

行動の関連では、定期的に健診を受診してい

ない層と比較し定期的に健診を受診している

層の方が、ワクチン接種に積極的であること

が示唆された結果となった。本研究では、先

行研究のような経済状況の調査は行ってはい

ないが、コロナワクチン接種に積極的な受診

者は、ヘルスリテラシーが高く、健康診断受

診行動にもつながっていると思われる。ワク

チン接種会場での健診受診勧奨の有効性が示

唆されるとともに、ワクチン接種に消極的な

層に対しては、定期受診の必要性を丁寧に伝

えていく必要があると考える。 

 本研究にはいくつか限界がある。はじめに、

今回の対象者は静岡県浜松市郊外地区の対象

者に限定しているため、結果の一般化には限

界がある。健診受診控えが無い地域あるいは

健診機関もあるなど、地域的な違いが存在す

る可能性があるため 4)、今後、より地域を拡

大した研究が望まれる。また、新型コロナウ

イルス感染症の影響および調査結果は、調査

時期によって異なる可能性がある。本研究は

2021 年度の冬に行われたもので、デルタ株の

流行が収まりつつあった時期であることに留

意する必要がある。 

 

E．結論 

 女性かつ勤めていない層は、これまで定期

的に受診を行っていたにもかかわらず、2021

年度受診を控えた傾向が顕著であった。受診

につながるサービスの視点では、年齢を問わ

ずオンラインに対するニーズがあることが示

された一方で、結果説明や保健指導は対面で

受けたいという利用者心理が浮かび上がる結

果となったことから、新たなサービスの構築

を進める際は、オンライン一択ではなく、対

面・非対面コミュニケーションツール双方の

利益・不利益メリットを勘案する必要が示唆

される結果となった。 
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3. その他 
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【資料 1 アンケートご協力のお願い】 
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表 2 年齢・男女別 

男性 女性 

表 3 職業 

男性 女性 

 
 

 

表 1 男女別 

男性 
48.0％（209） 

女性 
50.6％（220） 

回答無し 

 1.4％（6） 
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表 5 2020 年度を除き、これまで定期的（1 年に 1 回）に健康診断を受診していたか 

 
 

表 4 ワクチン接種に対する意向 

男性 女性 
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表 7 2020 年度受診した時期 

 

表 6 2020 年度内に健康診断を受けましたか 
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表 9 定期受診の有無とワクチン接種の意向（年齢別） 

定期的に受診していた 定期的に受診していない 

表 10 2020 年度受診と定期的な受診の比較 

（60.2％） 

（69.3％） 

 
 

 

表 8 2020 年度受診しなかった理由 
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表 12 どのようなサービスがあれば、より健康診断や人間ドックを受診しやすいと考えるか 

表 13 対面およびオンライン関連の回答を選択した年齢別パーセント 

 
 

 

表 11 「女性でかつ特に勤めていない」層の 2020 年度受診と定期的な受診の比較 

28.0％ 

45.8％ 
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平日（月～金） 

土曜日 

 

日曜日・祝日 

いつでも良い 

記入なし 

140 

48 

66 

170 

0 

51 

50 100 150 200 

表 15 受診しやすい曜日 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

     

  

 

4～6 月 

7～9 月 

10～12 月 

いつでも良い 

記入なし 

60 

40 

37 

249 

0 

51 

100 200 300 

表 14 受診しやすい時

期  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

日中（9 時～16 時） 

夕方以降（16 時～） 

いつでも良い 

記入なし 

172 

48 

139 

0 

51 

50 100 150 200 

表 16 受診しやすい時間  
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